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平 平入 上 上入 宏 虫入 小計
1 255 × 61 316
2 271 × 86 × 119 × 476
3 100 X 47 9 65 × 221
4 445 60 167 182 365 109 L329
5 336 75 156 137 205 77 986
6 96 13 52 61 121 21 364
7 257 × 97 × 137 ×　　　523
8　　　124 × 44 × 109 ×　　　277
・｝・・ X 26 × 56 × 162
10 219 × 104 × 126 × 449
11 295 42 123 100 169 63 792
12 110 35 51 43 50 60 349
13 105 34 23 71 73 18 324
14 25 67 17 119 19 67 314
15 307 × 56 × 97 × 460
16 205 8 75 4 113 4 409
17 85 × 27 × 33 × 145
18 114 × 31 × 55 × 200
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注
（1）右図霧照
（2）『明史』巻二・三太組本紀及び、
　　巻蒼・菖一・百二諸王世袋。
（3）　『明史』巻四恭閲帝本紀。
（4）『明史』巻五成禎本紀、及び巻
　　頁十七諸王伝、寧献王の条。
（5）『列朝詩集小伝』乾集下、箪献
　　王の条。なおここには「高皇帝
　　十六子」とある。
（6）朱権の俵記資料としては上引の
　　文献の他にil明史稿』巻百九・
　　　『国朝献徴録』巻一などがある。
（7）郡茱券が「朱権は『慶林雅韻』
　　の序文において卓氏の『中州韻』
　　に言及するのみで『中原音韻』
　　に触れることはない。恐らく彼
　　は窪中原音韻』を見ていないの
　　であろう」というのは当らない
　　　（『中原雅音研究』1981年p．7．
　　注①）。
（8）この書のみ侠するが、明代には
　　通行していたらしい。王駿徳の
　　　『曲律』　「論務頭第九」に、
　　　「酒虚子に務頭集韻三巻有り。
　　全て古入の好き語を摘み、輯め
　　て以て之を成したる者なり」と
　　ある。また李開先の「南北揺科
　　詞序」に「予少き時文翰を綜理
　　するの餓に、頗る心を金元の詞
　　曲に究む。凡そ中原・燕山・慶
　　林・務頭の四韻懇、太和正音・
　　詞話。録鬼………其の品類を辮
　　じ、其の当行を識らざる擁し」
　　といい、「西野春遊詞序」に
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　　　「其法は中原韻に備わり、其の入は録鬼簿に詳しく、其の略は正音譜に載す。務頭・慶林・燕山等の集に
　　至りては……」という（と競こ『李中麓闘居集』巻六）。ここにいうf務頭」も恐らく朱権の『務頭集韻』
　　であろう。因に「燕山」とは燕山の卓従之の『中州楽府音韻類編』であろうか。
（9）「ζ太和正音譜』曲論部分与麟譜非作於岡時」　（『文学遣産』1986年ng　6期）。
（10）また朱権の編んだ琴譜『神奇秘譜』の自序には「洪煕乙巳Ilil月一臼膿仙書」とあるが、「洪煕乙巳」とは
　　洪熈元年（1425）のことである。
（11）参考のために卓従之窪中州楽府音韻類編』の韻目を掲げる。
（12）辻本春彦師の「洪武正韻反切用字考」（『東方学』13．2957年）はこの点においても先駆的業績であった。
　　最近は頼惟勤「『切韻』について」　（『宇野哲人先生白欝祝賀記念東洋学論叢』1974年）に触発された平
119
朱権の露慶林雅韻』（上）
　　闘贔講「《干彗謬補鹸切韻》的内翻結溝与五家韻霧（1）（2）」（鵬琶論叢毒10、慧、1981t21i、1982鋤及
　　び遠藤光鵬r『切韻』反切の諸来源」（『H本中国学会報』41、1989年）などがある。
（13）更に小韻内の字も『中州楽府音韻類編』の配列順序の通りに並び、その末尾に増補字が加えられる例があ
　　るQたとえば、1．窓隆、平声の第5小韻は「東冬凍錬」、第6小韻は「中衷忠終鍾鐘姦」となり、末尾
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　くコ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くコ
　　の「凍錬」「姦」字はif中州楽府音韻類編』　『中原音韻』いずれにも収められない字である。更に第6小
　　韻内の字の配列順序は『申原音韻』では「鍾鐘忠衷終」となってYsて大きく異なる。
（14）　　「中原音韻研究」　巻上●第五章　（　建国学畢干讐』　3－3．1932年）o
（15）　「『環林雅韻諺について（上）」　（窪中国語学』235、1988年）。なおそこに示される「統計的調査」の
　　　「小韻数」は誤りが多い。
（16）窪中州楽府音韻類編』は平声の内都を更に「陰」「陽」「陰陽」に三分する。これは『中原音韻』「正語作
　　詞起例」の第八に「其韻内平声陰如比字、陽如比字、陰陽如比字」であるil中漂音韻』「墨本1と隅じ殉
　　容を指し示していると考えられる。その「陰」とは嗣一声母の対応小韻を平声陽に持たない平声陰の小韻
　　のことであり、「陽」とは岡一声母の対応小韻を平声陰に持たない平声陽の小韻のことである。一方、罫陰
　　ee　」とは同一声母の小韻が平声陰・平声陽のいずれにも存在していて、陰陽のペァを成すものである。詳
　　細は拙稿r中原音韻・正語作詞起例・謬注」（薪均社論叢毒8、1979年）及び「『中州楽府音韻類編』に
　　よって『中原音韻雌に含まれる誤りを正しうるか」（購照大学、人文論叢』12－4、1981年）を参照され
　　たい。
（17）拙稿「明・王文壁if中州音韻』の性格」（il均鍾論叢』5、1977年）、特に反切を整理した「総音作表」
　　を参照されたい。
（18）また陰陽の対を成す小韻を増補する際、それぞれ独立した小韻を設けている。1．窪露の平声の例を挙げ
　　れば、1”中州楽府音韻類編』では「26胸」小韻が存在するのみであるが、『慶林雅鋤は「34雄」を増補し
　　ている。また1玉、篤翻の平声には隅しく「搬」「豪」の小韻が並んでいたが、窪慶林雅韻還は「抱」「蕎」
　　を増補して、それぞれ陰陽の湾を成すように処理している。もし陰陽の区溺がなく、これらが同音である
　　のならば、全書にわたるこのような増補は無意味なものであるといわねばならない。
（19）『慶林雅韻』にもとついて編纂されたと考えられる『調林要韻』　（一名『詞林韻釈』）は、（窓蔦○窮蚤
　　嚢第瑚脚」のように配列している。この書については溺稿を用意している。
（20）李薪魁は「朱氏は周・卓の陰陽の区分を取り滴し平声として一つにまとめた。これは恐らく『供武正韻』
　　の分け方を遵守したもので、のちに王文漿の『中州音韻』などの書が平声の陰陽を～類に合わせた先河を
　　腿くものである」という（『漢語音韻学露第四章第三節、1986年）。
　　　しかし、趙誠の以下のような見解は誤りである。「『洪武疋韻』は南曲を作る際の参考とすることはで
　　きるが、結局は曲韻の専著ではないし、『中原音韻』は顧韻の専著であるが、南方の語音とは決して台わ
　　ない。そこで南鹸専用の韻書を編纂する必要がでてくるのであるが、最初にこの仕箏をした入は明代洪武
　　帝の息子の朱権であった」（騨国古代韻書』玉979年）。
（21）　（uau）　（iθ）はもと入声寧であったものが形成する音である。
（22）元代北方音を表わす『中据楽府音韻類編』を明代に増補した『慶林雅韻』の音醸を共晧論的に論ずること
　　の意味を考えるとき、中羅の韻書における音働推定とは～体どのようなことであるのかと暗に考え込んで
　　しまうのである。
（23）後述するように朱本は1、窃薩の去声の部分、及び2邦贔の平声の蟹頭部分に欠落がある。卓本のその部
　　分に確かに存在する小韻は1、窟麗の去声に16、2邦贔の平声に1、をそれぞれ数えうる。
（24）股部照郎・藤堂明保il中原音韻の研究、校本編』1958年、の・」・韻番号による。
（25）拙稿「『中州楽府音韻類編』によって騨原音韻』に含まれる誤りを正しうるか」の試算による。
（26）趙蔭堂「始得・壌林雅韻校読記」　（『中法大学月干lj』1－4、1932）によれば、8167字、鈴木勝貝ll「窪硬縁雅
　　韻』について（上）」によれば、8308字である。なお、三者とも1、窒隆の去声及び2邦贔の蟹頭の欠葉
　　の欄殊は計算に入れない。
（27）前注（25）参照。
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（28）4の「平入j及び「上入」はそれぞれ「去声作平声」の一字、「虫声作上声」の一字を含む。また、14の
　　　「平入」は「上声作平声」の二字を含む。
（29）中古音（『広韻』）入声字と周本との対癒関係については、上田金次郎「中古漢語の入声の変遷と北京語
　　の破音の現象（一）、（工）」　（『中顯語学』52、53、1956年）及びド北京語における旧入声」　（稿知女
　　子大学紀要』6－2、1957年）に詳しい。
（30）唯一の例外とは、車本では虫声の第3小韻であった「貢」が『詞林要韻』においては第6小韻の位置に
　　あるのを指していう。またil詞林要韻』は韻末に二つの増力q小韻「62鰻」「63銃」を有するが、そのうち
　　　「膿」小韻は周本にも見えない。恐らく朱本、或は『詞林要韻』において増補したものであろう。
（31）朱本には「款総」とある。『正韻』は「逆気」という『説文』に崩来する注解を加えるが、『集韻』『附
　　釈文互隷礼部韻略』鰭修互駐礼部韻略』『古公韻会挙要』などはすべてこの系統の注解である。一方
　　　蟹広韻避ζ五音集韻』は「款癒」という油郷をもつ。柴本は後者によって注解を加えたのであろう。
（1991．9．13　受理）
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